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満足度」という 2 つの指標において教育効果に違いが見られるのかを実証的に検討する。  
【方法】 
実施対象はＡ大学の「心理学」(教養科目)の後期開講クラス。受講者は 129 名。本クラ










カーを使わなかった回の授業内容の問題(15 問)」の 3 種類に分けて、問題種間で正答率に
差がみられるか t検定を行った。その結果、問題種 Aと Bの間(A＞B，t(127)＝2.39 ，p<.01)、
A と C の間(A＞C，t(127)＝4.69，p<.001)で有意差がみられた。  
２）統制群との得点比較：ARS 導入群と統制群の間で、定期試験の得点(両群に共通した
問題 32 問)に差がみられるか t 検定を行った。なお、比較対象者は全受講生のうち、受講
生の学力が同質と思われる同一学科の学生(統制群 41 名、ARS 導入群 36 名)とした。その













※本研究は日本心理学会第 76 回大会で発表する予定である。  
       
